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研究成果の概要（和文）：約 7300 年前に噴出した鬼界アカホヤテフラについて愛媛県，宮

崎県および和歌山県で新たに試料を採取し，古地磁気測定を行った。これまでのデータと

併せて，鬼界アカホヤテフラ堆積時の日本列島における地磁気分布図を作成中である。ま

た，福井県および鳥取県において得られた姶良 Tn テフラ（約 2.5 万年前）および大山倉

吉テフラ（約 5 万年前）に挟まれた堆積物の古地磁気測定により，過去 5 万年間の地磁気

永年変化の詳細を明らかにした。 

 

研究成果の概要（英文）：Paleomagnetic measurements have been carried out on the 

Kikai-Akahoya tephra, which erupted at about 7,300 yrBP from Kikai caldera in 

Southern Kyusyu.   Using stable paleomagnetic directions from the tephra at 30 

sites, we will construct isogonic and isoclinic charts for the time of eruption.  

And we disclosed the secular geomagnetic variation in a time span extending back 

to 50 ka on the basis of the paleomagnetic measurements of sediment samples from 

the stratum contained between the Daisen-Kurayoshi tephra (50 ka) and the Aira Tn 

tephra（25 ka). 
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１．研究開始当初の背景 

磁気年代推定法は，主に考古学遺跡の年代

を推定するために利用される。遺物含有層や

遺跡中の焼土の残留磁化方位を既知の地磁

気永年変化曲線と比較して遺跡の年代が推

定されるが，この年代推定の精度は永年変化
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曲線の精度に依存する。永年変化曲線を作る

上で一番大きな問題は，基準となる古地磁気

方位データの年代誤差であり，同一時間面の

鍵層である広域テフラ（火山灰）を利用する

ことによりこの誤差を考慮する必要がなく

なる。 

従来の地磁気永年変化の研究は，ある地点

での地磁気の時間変化だけを追求してきた

が，地磁気分布を明らかにすることにより空

間的な広がりをもつ地磁気の全体像が解明

できる。 

また，噴出年代の異なる地域に分布するテ

フラからの測定結果を蓄積することにより，

各テフラ噴出時の極めて正確な古地磁気方

位を決定することができる。それにより，高

精度の地磁気永年変化曲線が復元できると

期待される。 

 

２．研究の目的 

 本研究の第 1 の目的は，高精度磁気年代の

ための基礎データとして，先史時代の日本列

島における地磁気分布を明らかにすること

である。先史時代の同時間面を示す最良の指

標となる広域テフラを利用する。既に代表的

な広域テフラである姶良 Tn テフラ（約 2.5

万年前）と阿蘇 4 テフラ（約 9万年前）につ

いての古地磁気研究から，当時の日本列島に

おける地磁気偏角および伏角の分布（磁気

図）を明らかにしている（中島・藤井，1995；

Fujii et al., 2002）。さらに，鬼界アカホ

ヤテフラ（約 7300 年前：中島ほか，2004），

大山倉吉テフラ（約 5万年前）や三瓶木次テ

フラ（約 10 万年前）の古地磁気測定を続け

ている。これらの広域テフラはそれぞれ特徴

的な磁化方位を示す（藤井・中島，1998）が，

地磁気分布を議論するにはまだデータ不足

である。大山倉吉テフラと三瓶木次テフラに

ついては，阿蘇 4 テフラや姶良 Tn テフラと

比べて分布範囲が狭く，また残留磁化はやや

不安定であることが判明したため，地磁気分

布についての議論は困難である。そこで，本

研究では鬼界アカホヤテフラに焦点を絞り，

古地磁気測定を集中的に実施し，約 7300 年

前の磁気図を作製する。 

 第2の目的は，上に述べたような広域テフ

ラを挟む堆積層で，広域テフラの上下の層準

から連続して試料を採取し，広域テフラが堆

積した時代の地磁気永年変化を明らかにす

ることである。 

最後に，本研究による広域テフラの測定結

果，そして日本各地の現代から約30万年前ま

での地磁気永年変化のデータを総合・比較検

討して，地磁気変化の全体像を明らかにする。

これにより極めて高精度の磁気年代決定が

可能になる。 

 

３．研究の方法 

（1）多数・他地域（鹿児島県，高知県，愛

媛県，香川県，鳥取県，兵庫県等）で鬼界ア

カホヤテフラ（K-Ah）を採取する。 

（2）すべての試料について段階交流消磁お

よび帯磁率測定を行い，信頼度の高い古地磁

気データを得る。 

（3）噴出時代の異なる広域テフラが複数含

まれる堆積層（山口県，鳥取県，福井県，石

川県等）で，広域テフラと併せ，テフラの上

下の各層準で試料採取を行う。これらの連続

試料すべてについても，段階交流消磁および

帯磁率測定を行い，信頼度の高い古地磁気デ

ータを得る。 

（4）K-Ah の測定結果から，K-Ah 堆積時（約

7300 年前）の磁気図を作製する。 

（5）広域テフラが複数含まれる堆積層の測

定結果から，それらの広域テフラ堆積前後の

地磁気永年変化を明らかにする。 

 以上のデータを総合するとともに，既報の

地磁気永年変化のデータを再評価し，日本に

おける地磁気永年変化の全体像を明らかに

する。 

 

４．研究成果 

 H19 年度は，四国の愛媛県 1 地点と九州の

宮崎県 5地点で鬼界アカホヤテフラを採取し

た。 

四国の試料は崖錐中に挟まれた火山灰で，

採取時の産状は通常の粘土～シルト層と異

なり，未固着で脆いものであった。その残留

磁化は不安定で，本研究の目的には適さない

試料であった。九州の火山灰試料は，交流消

磁に対し安定な試料であり，今までに蓄積し

てきた鬼界アカホヤテフラの測定結果と整

合する結果が得られた。三成分 IRM の熱消磁

実験からは，試料中に含まれる主な磁性鉱物

はチタノマグネタイトとマグネタイトであ

り，二次的な磁性鉱物はほとんど含まれてい

ないことが明らかになった。したがって，今

回得られた鬼界アカホヤテフラの磁化方位

はテフラ堆積時に獲得された一次磁化であ

ると考えられる。 

 ただし，鹿児島県内の測定結果の中には鬼

界アカホヤテフラの平均方位から大きくず

れるものがいくつか見られる。この原因が岩

石磁気学的なものではないとすると，地殻変

動等を反映したものかもしれない。これは今

後の検討事項であり，興味あるテーマとなる

可能性がある。 



 

 

 また，岡山・鳥取県と福井県において，広

域テフラを挟在する堆積層で連続して試料

を採取し，古地磁気測定を行い，地磁気永年

変化を追究している。どちらも大山倉吉テフ

ラより上位の地層であり，岡山・鳥取県では

主に大山上部火山灰層から，福井県では河成

段丘堆積物の大山倉吉テフラより上位の層

準から試料を採取した。 

 

 H20 年度は，和歌山県と愛媛県で広域テフ

ラの一つである鬼界アカホヤ火山灰を採取

した。 

和歌山県では，火山灰の純層 3点と火山灰

起源以外の成分が混在しているテフラ層 2地

点において試料を採取した。どちらの層から

の試料も，残留磁化は交流消磁に対しやや不

安定であったが，交流消磁実験，三成分 IRM

の熱消磁実験や帯磁率測定結果を併せて解

析することにより，鬼界アカホヤ火山灰（テ

フラ）堆積時に獲得されたと判断できる一時

磁化を抽出できた。和歌山県の試料から得ら

れた平均磁化方位は，Dm＝-5.0°E，Im＝

46.2°，α95＝6.2 であり，これまでの全測定

結果（Dm＝1.0°E，Im＝52.2°，α95＝2.7）

と比較すると，偏角はやや西振りに，伏角は

やや浅くなっている。これは地域差を示して

いるのかもしれない。 

 H19 年度に採取した愛媛県の試料は，未固

着で脆く，残留磁化が不安定で本研究目的に

は不適切なものであったため，再調査・試料

採取を実施した。7 地点において鬼界アカホ

ヤ火山灰試料を採取し，残留磁化測定を実施 

した。安定な一次磁化が抽出されている九州

からの試料と比べると残留磁化はやや不安

定であったが，全試料についての段階交流消

磁により一次磁化とみなせる成分を抽出で

きた。これにより，鬼界アカホヤ火山灰につ

いて，鹿児島県，宮崎県，大分県，愛媛県，

和歌山県からの測定結果が揃い，本研究の主

目的である広域テフラ（鬼界アカホヤ火山

灰）堆積時の地磁気分布についての考察が可

能になった。 

 

H21 年度は，複数の地点において，噴出年

代のわかっている複数の広域テフラに挟ま

れた堆積物からの連続した古地磁気方位デ

ータを得るため，好露頭が多く分布している

大山周辺（鳥取県関金町および岡山県蒜山高

原の 2地点）において連続試料を採取した。

これらの地点には，約 2.5 万年前の姶良 Tn

テフラ（AT）および約 5万年前の大山倉吉テ

フラ（DKP）に挟まれた大山起源の火山性堆

積物（大山上部火山灰層）が露出しており，

大山上部火山灰層は上位から弥山軽石層，上

のホーキ火山灰層，オドリ火山灰層，下のホ

ーキ火山灰層に分けられている。これらの試

料は，DKP を除いて交流消磁に対して安定な

残留磁化を持っていた。 

 本調査地域の他の数地点においても AT か

ら DKP までの連続測定結果を蓄積している。

これらの測定結果を総合すると，各層ごとに

非常によくまとまった特徴的な磁化方位が

得られ，5 万年前から 2.5 万年前の地磁気永

年変化の詳細を明らかにすることができた。 

 本地域の DKPの残留磁化がなぜ不安定なの

かについては岩石磁気学的に検討する必要

があり，現在，岡山理科大学，高知大学と共

同で「広域テフラの岩石磁気」についての研

究を進めている。 

 

 本研究期間中に，鹿児島県，宮崎県，大分

県，愛媛県，和歌山県からの鬼界アカホヤ火

山灰についての測定結果が得られた。これら

を整理し，現在，鬼界アカホヤ火山灰堆積時

の日本列島における地磁気分布図を作製中

である。すでに公表している姶良 Tn テフラ，

阿蘇 4テフラ堆積時の地磁気分布図や，本年

度の 5万年前から 2.5 万年前の地磁気永年変

化および既報の地磁気永年変化のデータを

総合・比較検討して，地磁気変化の全体像を

明らかにしたいと考えている。 

 同じテフラの残留磁化をこれほど多数測

定した例は，この研究だけであり，国内外の

古地磁気研究者に大きなインパクトを与え

た。広域テフラの古地磁気測定結果が過去の

地球磁場方位を忠実に反映していることを

岩石磁気（物性物理）学的見地から検証しよ

うとする試みが，岡山理科大や高知大研究者

を中心とするグループによって進められて

いる。 
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